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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　統合されたエネルギーファンクションを持つ光管理システムであって、照明システムの
光器具に関するエネルギー情報を受信し、前記照明システムのエネルギー消費に関して受
信された前記エネルギー情報を処理し、
－照明システムの光器具に関するエネルギー情報を受信することは、前記照明システムの
エネルギー消費を測定することを有し、
－前記照明システムのエネルギー消費に関する受信された前記エネルギー情報の処理は、
前記エネルギー消費が低くなるように、前記照明システムの照明器具の構成設定の小さな
変化を実行することを有し、ここで、前記小さな変化は、実行された小さな変化のため前
記照明システムによりレンダリングされる照明雰囲気の変化が人間の目により認識できな
いように選択される、光管理システム。
【請求項２】
　－前記光器具に関する前記エネルギー情報を格納するデータベースと、
－前記エネルギー情報を提供する当該光器具とのネットワーク接続と、
－取付けの後、前記光管理システムの第１の学習フェーズの間にエネルギー情報を収集す
るプロセスとのうちの一つ以上によって前記エネルギー情報を受信する、請求項１に記載
の光管理システム。
【請求項３】
　光器具と、能力、電流設定、エネルギー消費、動作の履歴、一組の動作制限及び／又は
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光器具の規則のうちの一つ以上を格納するメモリテーブルとを有する、請求項１又は２に
記載の光管理システム。
【請求項４】
　－前記照明システムの光器具の構成設定を受信し、
－ユーザにより意図される同様の光効果を得ているが、受信された前記エネルギー情報に
よって、より小さなエネルギー消費を要求する構成設定を決定し、
－受信された構成設定を決定された構成設定と合わせる、請求項１、２又は３に記載の光
管理システム。
【請求項５】
　－受信された前記エネルギー情報を考慮することなく前記照明システムの前記光器具の
適した構成設定を評価し、前記照明システムの最初の構成設定を計算するための第１のス
テップと、
－受信された前記エネルギー情報を考慮して最初の構成設定を調整する第２のステップと
を有する２つのステップ・プロセスにおいて、前記照明システムで照明雰囲気を自動的に
レンダリングする、請求項１乃至４の何れか一項に記載の光管理システム。
【請求項６】
　暗室較正プロセスによってエネルギー情報を収集し、当該暗室較正プロセスは前記照明
システムの前記照明器具のエネルギー消費測定を実行することで拡張される、請求項１乃
至５の何れか一項に記載の光管理システム。
【請求項７】
　さまざまな調光及びカラー・モードにおいて前記照明システムの別個に制御可能な照明
器具のエネルギー消費を同期して測定し記録するということで、前記暗室較正プロセスは
拡張される、請求項６に記載の光管理システム。
【請求項８】
　前記エネルギー消費の測定を実行するための専用のセンサ・ノードを更に有する、請求
項７に記載の光管理システム。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか一項に記載の光管理システムにより制御される、照明システム
の前記エネルギー消費を表示するエネルギー消費メーターを示す、光管理システム用ユー
ザ・インタフェース。
【請求項１０】
　節約エネルギーボタンを有し、当該インタフェースは、前記節約エネルギーボタンの動
作の際、一組のオプションボタンを持つ制御パネルを表示し、前記オプションボタン各々
は、活性化すると、活性化したオプションボタンに関係するエネルギー条件が前記照明シ
ステムにより本質的に合うように、光管理システムが現在の照明シナリオを変える、請求
項９に記載のユーザ・インタフェース。
【請求項１１】
　前記照明システムの光器具に対して受け取った構成設定に基づいて前記照明システムの
予測されるエネルギー消費を予想する、請求項９又は１０に記載のユーザ・インタフェー
ス。
【請求項１２】
　請求項１乃至８の何れか一項に記載の光管理システムにエネルギー情報を供給する光器
具。
【請求項１３】
　エネルギー消費を測定し、エネルギー情報として測定されたエネルギー消費を前記光管
理システムに供給する、請求項１２に記載の光器具。
【請求項１４】
　エネルギー情報を格納する、請求項１２又は１３に記載の光器具。
【請求項１５】
　前記照明システムの光器具に関するエネルギー情報を受信するステップと、光器具の手
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動制御及び前記照明システムのエネルギー消費に関して受信された前記エネルギー情報を
処理するステップとを有する、請求項１乃至８の何れか一項に記載の光管理システムを持
つ、照明システムを管理するための方法。
【請求項１６】
　コンピュータにより実行されるとき、請求項１５に記載の方法を実施可能にする、コン
ピュータプログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のコンピュータプログラムを格納する記録担体。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の方法を実施するようにプログラムされ、照明システムとの通信のた
めのインタフェースを有するコンピュータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光管理システムへのエネルギーファンクションの統合、特にエネルギーを節
約して、エネルギー消費を監視するための光管理システムへのエネルギーファンクション
の統合に関する。
【０００２】
　照明システム、例えば店の照明システムは、これまで、より多くのランプ及びこれらの
ランプを駆動するオプションで、ますます複雑になっている。特に、複雑な照明システム
を管理し、制御するための次世代の照明制御又は管理システムは、単なるランプのグルー
プの制御の代わりにユーザに「雰囲気」を制御させるコンピュータシステムを有する。し
かしながら、これらのシステムによって、ユーザがボタンの動きでランプをシャットダウ
ンできない。よって、ライトが必要でない領域、例えば倉庫部屋のライトをオフにするた
めに用いるユーザは、もはや容易にライトを消せず、これは無駄なエネルギー消費になる
。さらにまた、ライトがオフにできる場合であっても、専門的知識なしで、ライトをオフ
にし、後で再びオンにすることが結局エネルギーの節約になるかどうかを予測することが
ほとんど不可能である。実際に、いくつかのランプは、長期間オフにされた後では、レン
ダリングされた雰囲気又はデバイスの寿命さえ危険にさらさずにオンに戻せない。加えて
、予測された多くの数のランプ、器具又は照明雰囲気作成のためのユーザの処理の自由度
の何れかにより、光シーン内の要素（効果）は、取り付けられる照明器具の代替配置構造
の設定により同じようにレンダリング可能に作れる。
【背景技術】
【０００３】
　米国特許出願ＵＳ２００４／０００２７９２Ａ１は、照明器具、フォト及び占有センサ
、パーソナル照明命令及びエネルギー制御ユニットを使用する、照明エネルギー管理シス
テムに関する。エネルギー制御ユニットは、フォト及び占有センサとパーソナルコントロ
ーラとから情報を受け取り、ゾーンの座標系及び器具対象物を使用して、各照明器具に対
して最適輝度命令を決定する。各ゾーン対象物はビルディング・ゾーンと関連し、各器具
対象物は光器具と関連している。各ゾーン対象物は、物理的なゾーンが占領されていない
とき、照明器具の照明レベルが調整されることを確実にする。各器具対象物は、所望の輝
度レベルを決定するための個人的入力及びセンサを使用し、昼光の調整された輝度レベル
を決定するための電力平均分配且つ昼光補償を使用する。エネルギー制御ユニットは、照
明器具により必要とされるエネルギーを最小化するために、これらのレベルに基づいて最
適輝度命令を決定する。開示されたシステムは、前記照明器具により必要とされるエネル
ギーを最小化することを可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、統合されたエネルギーファンクションを有する光管理システムを提供
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することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、独立請求項により解決される。他の実施例は、従属請求項により示される
。
【０００６】
　本発明の基本的な着想は、エネルギーファンクションを光管理システムに統合すること
である。エネルギーファンクションは、照明システムを低いエネルギー消費へ自動的に設
定するか、エネルギー消費を低くすることに関して照明システムの他の構成を許容するか
、又はオフにされるとき重要なエネルギー節約となるオフできるライトの合理的なセット
をユーザに提供するために例えば用いられる。
【０００７】
　本発明の実施例は、統合されたエネルギーファンクションを持つ光管理システムを提供
し、当該システムは、照明システムの光器具に関するエネルギー情報を受け取り、照明シ
ステムのエネルギー消費に関して受け取られたエネルギー情報を処理することに適してい
る。
【０００８】
　エネルギー情報は、照明器具のエネルギーに関する何らかの情報、特にエネルギー消費
に関する情報を意味する。例えば、エネルギー情報は、調光モードのような種々異なる動
作状況で、照明器具のエネルギー消費のような一組の情報を有する。エネルギー情報は、
例えばエネルギー制限がよく整合するように光器具の構成設定をシステムにより調整可能
にする。エネルギーファンクションは、例えば照明雰囲気の要約的な記述から照明雰囲気
を自動的にレンダリングできる光管理システムで特に有効である。
【０００９】
　本発明の他の実施例によると、システムは、
－光器具に関するエネルギー情報を格納するデータベースと、
－エネルギー情報を提供する光器具とのネットワーク接続と、
－取付けの後、光管理システムの第１の学習フェーズの間にエネルギー情報を収集するプ
ロセスとのうちの一つ以上によってエネルギー情報を受信することに適している。
【００１０】
　前記データベースは、照明器具のベンダー、例えば光ユニットの製作者により供給され
るエネルギー情報を例えば格納する。有線又は無線の何れかのネットワーク接続は、例え
ば照明器具から直接にエネルギー情報を取得可能である。エネルギー情報を受信する第３
の可能性は、例えば、照明システムの取り付けられた光器具を学習するための光管理シス
テムの専用の方法、例えば照明システムの取り付けられた光器具を自動的に検出するため
の一種のプロセスによって、実行される。このプロセスは、調光可能性及び色のような光
器具の機能に関する情報を収集するだけでなく、エネルギー情報も収集するために拡張さ
れる。
【００１１】
　本発明の実施例によると、当該システムは、光器具と、能力、電流設定、エネルギー消
費、動作の履歴、一組の動作制限及び／又は光器具の規則の一つ以上を格納するメモリテ
ーブルとを更に有する。エネルギー消費は、例えば光器具の推定されたエネルギー消費、
例えば平易なワットである。エネルギー消費は、種々異なる調光レベルでのエネルギー消
費のような、光器具の特定の構成の各々に対する一組の値を例えば有する。動作の履歴は
、光器具の寿命及びエージング「ストレス」に関する有益なヒントをシステムに提供し、
よって、システムがこれらの態様を考慮に入れることを可能にする。前記テーブルは、光
管理システムの学習フェーズの間に、例えば自動的に生成される。
【００１２】
　本発明の他の実施例によると、システムは、
－照明システムの光器具の構成設定を受信し、
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－ユーザにより意図される同様の光効果を得ているが、受信されたエネルギー情報によっ
て、より小さなエネルギー消費を要求する構成設定を決定し、
－受信された構成設定を決定された構成設定と合わせることに適応される。
【００１３】
　よって、所望の照明雰囲気を自動的にレンダリング可能である光管理システムで、レン
ダリング・プロセスの間に作られる構成設定は、エネルギー消費に関して更に調整される
。システムにより構成設定を受信することはまた、例えばその要約的な記述から所望の照
明雰囲気を自動的にレンダリングすることにより、システム自体による設定の作成を有す
ることに留意されたい。
【００１４】
　本発明の他の実施例において、システムは、
－受信されたエネルギー情報を考慮することなく照明システムの光器具の適した構成設定
を評価し、照明システムの最初の構成設定を計算するための第１のステップと、
－受信されたエネルギー情報を考慮して最初の構成設定を調整する第２のステップとを有
する２つのステップ・プロセスにおいて、照明システムで照明雰囲気を自動的にレンダリ
ングすることに適している。
【００１５】
　照明雰囲気をレンダリングするこの２つのステップ・プロセスによってエネルギーを考
慮に入れることができ、特に制限を克服するか又は計算時間に関して要件を満たすことが
できる。第１のステップで、最初の照明雰囲気は、計算時間に関して付加的な負担なしで
レンダリングされる。第２のステップにおいて、レンダリングされた照明雰囲気は、エネ
ルギー制限及び情報を考慮しながら調整される。よって、ユーザは最初の照明雰囲気を速
く得て、それから、エネルギー制限又は要件を満たすために更に精練される。
【００１６】
　本発明の他の実施例によると、システムは暗室較正プロセスによってエネルギー情報を
収集することに更に適していて、当該暗室較正プロセスは照明システムの照明器具のエネ
ルギー消費測定を実行することで拡張される。暗室較正（ＤＲＣ）プロセスは、取り付け
られた照明器具、特に光器具の動作及び機能を識別するために、照明システムにおいて通
常用いられる。例えば、ＤＲＣは、取り付けられた照明システムの光器具に関するものを
「学習する」ために、光管理システムにより適用される。より詳しくは、ＤＲＣは、照明
システムの個々の自由度に対して光度測定を実行することにある。
【００１７】
　本発明の他の実施例によると、さまざまな調光及びカラー・モードにおいて、照明シス
テムの別個に制御可能な照明器具のエネルギー消費を同期して測定し記録するということ
で、暗室較正プロセスは拡張される。光管理システムがＤＲＣの間、単一のランプ又は光
器具を通常給電し、光強度及び／又はスペクトル動作に関して非線形性を記録するために
調光レベルを通じて段階的に実行されるので、これは付加的な時間を必要としない。単一
の光器具の給電及び器具の段階的調光の間、単一の光器具のエネルギー又は電力消費が測
定される。エネルギー消費は、室又はオフィスの中心の場所で測定されてもよい。
【００１８】
　測定及び記録を実行するために、本発明の実施例において、システムは、エネルギー消
費の測定を実行するための専用のセンサ・ノードを更に有する。測定値は、それぞれの光
器具の識別を持つ中央データベースに格納される。
【００１９】
　本発明の他の実施例によると、
－照明システムの光器具に関するエネルギー情報を受信することは、照明システムのエネ
ルギー消費を測定することを有し、
－照明システムのエネルギー消費に関する受信されたエネルギー情報の処理は、エネルギ
ー消費が低くなるように、照明システムの照明器具の構成設定の小さな変化を実行するこ
とを有し、ここで、前記小さな変化は、実行された小さな変化のため照明システムにより
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レンダリングされる照明雰囲気の変更が人間の目により認識できないように選択される。
【００２０】
　よって、エネルギー要件を持つデータベースは、必要とされない。その代わり、システ
ムはエネルギー消費を連続的に測定し、エネルギー消費が低下されるように、レンダリン
グされた照明雰囲気を調整する。
【００２１】
　本発明の他の実施例によると、光管理システムにより制御される、照明システムのエネ
ルギー消費を表示するエネルギー消費メーターを示すのに適している、光管理システム用
、特に本発明によるシステム用のユーザ・インタフェースが供給される。
【００２２】
　前記インタフェースは、例えば光管理システムの中央制御ステーションのコントローラ
により処理される、ソフトウェアとして例えば実行されてもよい。前記コントローラは、
グラフィカルユーザーインターフェイス（ＧＵＩ）としてインタフェースをユーザに提示
するために供給される、例えばディスプレイを持つ専用のコンピュータである。
【００２３】
　本発明の他の実施例によると、ユーザ・インタフェースは、節約エネルギーボタンを有
し、当該インタフェースは、前記節約エネルギーボタンの動作の際、一組のオプションボ
タンを持つ制御パネルを表示するのに更に適していて、前記オプションボタン各々は、活
性化すると、活性化したオプションボタンに関係するエネルギー条件が照明システムによ
り本質的に合うように、光管理システムが現在の照明シナリオを変えるのに適している。
【００２４】
　前記節約エネルギーボタンは、ＧＵＩの一部として、又は、別個のボタンとして実行さ
れる。
【００２５】
　本発明の実施例において、ユーザ・インタフェースは、照明システムの光器具に対して
受け取った構成設定に基づいて照明システムの予測されるエネルギー消費を予想するよう
に更に適合される。
【００２６】
　例えば、インタフェースは、照明システムの光器具のデータ及び受け取った構成設定に
基づいてエネルギー消費の見積もりを計算するのに適するソフトウェアを有する。予想さ
れた予測エネルギー消費は、この時例えば光管理システムのコントローラのＧＵＩに表示
される。
【００２７】
　さらにまた、本発明の実施例は、エネルギー情報を光管理システム、特に本発明による
光管理システムに供給するのに適する光器具を提供する。
【００２８】
　光器具は、固体照明デバイス（ＳＳＬＤ）、ハロゲン・ランプ又は他の照明手段のよう
なランプである。例えば有線又は無線ネットワークを介して、光器具は、エネルギー情報
を供給するための電子回路を含む。
【００２９】
　本発明の実施例によると、光器具は、エネルギー消費を測定し、エネルギー情報として
測定されたエネルギー消費を光管理システムに供給するのに適している。
【００３０】
　例えば、光器具は、光器具のエネルギー消費を連続的に測定するのに適する測定電子回
路を含む。前記電子回路は、照明管理システムの中央制御装置と通信し、測定されたエネ
ルギー消費を伝送するのに適する、例えばネットワーク・インターフェースを更に有する
。
【００３１】
　さらにまた、本発明の実施例において、光器具は、例えば内部ストレージにエネルギー
情報を格納するのに適している。
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【００３２】
　例えば、光器具は、異なる調光ステージでのエネルギー消費のような光器具についての
データを格納する、ＲＯＭのようなメモリ・デバイスを含む。さらにまた、前記メモリ・
デバイスは、光器具の外部から、特に照明システムを制御するためネットワークを介して
光器具と接続される中央制御装置から読み出し可能である。
【００３３】
　本発明の他の実施例は、照明システムの光器具に関するエネルギー情報を受信するステ
ップと、光器具の手動制御及び照明システムのエネルギー消費に関して受信されたエネル
ギー情報を処理するステップとを有する本発明による光管理システムを持つ照明システム
を管理するための方法を提供する。
【００３４】
　本発明の他の実施例によると、コンピュータにより実行されるとき、本発明による上記
の方法を実施可能にするコンピュータプログラムが提供される。
【００３５】
　本発明の他の実施例によると、本発明によるコンピュータプログラムを格納する記録担
体、例えばＣＤ―ＲＯＭ、ＤＶＤ、メモリ・カード、ディスケット又は電子回路アクセス
のためコンピュータプログラムを格納するために適切な同様のデータキャリアが提供され
る。
【００３６】
　最後に、本発明の実施例は、本発明による方法を実施するようにプログラムされ、照明
システムとの通信のためのインタフェースを有するコンピュータを提供する。
【００３７】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下に説明されている実施例を参照して明らかになり
、解明されるだろう。
【００３８】
　本発明は、例示的な実施例を参照して以下に更に詳細に説明されるだろう。しかしなが
ら、本発明は、これらの例示的な実施例に限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１は、本発明によるエネルギーファンクションを持つ光管理システムの実施例
を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下に、機能的に同等又は同一の要素は、同一の参照符号を持つ。
【００４１】
　本発明は、照明制御システム又は光管理システムへのエネルギー消費知識を含み、スイ
ッチが切られるとき、重要なエネルギー節約となるであろうスイッチオフできるライトの
合理的なセットをユーザに提供する。
【００４２】
　合理的な選択は、ランプをそこでオフにする代わりに、強度を低くするために全体のエ
リアを調光することを含む。また、いくつかのエリアが安全性の理由で閾値より下に調光
できないことが提供されてもよい。
【００４３】
　さらにまた、統合されたエネルギー消費知識は、（機能に関して）非常に重複する照明
装置のエネルギー効率を増大するために、実行時の間、光管理システムにより使用もでき
る。
【００４４】
　エネルギー消費に関する前述の情報は、いくつかの態様で得られる。光器具のベンダー
により供給でき、そこから光管理システムにより用いられるデータベースにもたらされる
態様か、光器具内部で格納若しくは測定されて、ネットワーク接続で光管理システムに供
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給されるか、又は取付けの後、第１の学習フェーズの間で収集する態様である。
【００４５】
　図１は、幾つかの光器具１２、１４及び１６、例えばＳＳＬＤ又はハロゲン・ランプを
有する照明システム１８を制御するために供給される光管理システム１０を示す。照明シ
ステム１８、特に光器具１２～１６は、ネットワーク接続２２を有する有線及び／又は無
線ネットワークで光管理システム１０に接続される。光管理システム１０は、照明雰囲気
の要約的な記述を含むファイルを読み込み可能である。さらにまた、システム１０は、照
明システムの光器具１２～１６に関するエネルギー情報を含むデータベース２０へのアク
セスを持つ。
【００４６】
　システム１０は更に、エネルギー態様に関する所望の照明雰囲気の作成を制御するため
のユーザ・インタフェース３０を有する。ユーザ・インタフェース３０は、照明システム
についてユーザのための情報を示すディスプレイ３２、例えばＬＣＤ（液晶ディスプレイ
）を有する。ユーザ・インタフェースは、現在のエネルギー消費を示すエネルギー消費メ
ーター（ワット又はワット当たりの使用光熱費のドル／時間）をユーザに紹介する。
【００４７】
　節約エネルギーボタン３４は、一組のオプションボタン３６を備える制御パネルの動作
に応じて開き、各々のオプションボタンが重要なエネルギー節約となるであろう現在の照
明のシナリオ適合を表す。例えば店の照明システムの例示的オプションは、以下の通りで
ある。
　「メイン照明を１０％低く調光する」（店の営業時間の間では、１０％までの減光が許
容された最小の照明レベルであるからである。）。
　「レジスター装飾的な照明をオフにする」（機能的な照明が続けられ、店が顧客で一杯
である場合、装飾的な照明はいずれにしろ見えない）。
　「収納室照明を最小まで調光する」（誰も収納室にいないし、わずか２人が今日ストア
に配置していて、双方とも店のフロアで働いている）。
【００４８】
　例えばエネルギー節約のため照明システム１８の一組のライトをオフ可能にし、ユーザ
がエネルギーを節約するために、照明システム１８の構成設定を容易に変更可能な節約エ
ネルギーボタン３４が備えられてもよい。例えば、オプションボタン３６は、幾つかのエ
ネルギー節約オプション及びライトを示し、これらは示されたエネルギー節約オプション
を果たすためにスイッチオフされる。このように、ユーザは、所望のエネルギー節約を達
成するために、どのライトのスイッチを切るべきかを容易に選択する。
【００４９】
　加えて、ユーザ・インタフェースは、入力として付与された後、光器具に対して意図さ
れた構成（設定）が予測電力消費を予想できるソフトウェアを組み込んでもよく、光管理
システム１０がユーザにより意図されたものと同様の効果を得る設定とマッチさせようと
する代わりに、より小さな電力消費を要求すればよいので、ユーザが前記ソフトウェアを
使用するのを便利だと思うだろう。また、光管理システム１０は、いくつかの前もって予
定された照明タスクを考慮して、ユーザにより提案される構成を採用する利便性を調べて
もよい。
【００５０】
　光管理システム１０は、光器具１２～１６、それらの能力（例えばカラーレンジ能力、
ライトタイプ（スポット／周囲））、現在の設定（調光レベル、オン／オフ）のメモリテ
ーブル２４を更に含む。特に、メモリテーブル２４は、以下の情報を含む。
－エネルギー消費－光器具の推定されたエネルギー消費、単なるワット。現在の調光レベ
ルの可能な大きさ又は光器具の他の構成パラメータ（寸法）。
－履歴－動作状態が付与されるだけでなく、光器具がオンになった時間。前記動作状態は
、寿命又は経年「ストレス」に関して光管理システム１０に関する有効な手がかりを供給
する。
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－一組の制約又は（おそらくハードコードされた）埋め込まれた規則。例えば、ユーザ又
は光管理システム１０がエネルギー関心を考慮しながら光器具の使用に関して決定するの
を助ける「ランプは、１０００ルーメンより低く調光されない」、「スイッチオフされた
ら、再びオンにするために１０分間待たなければならない」、「ランプがＸワット＊時間
より多く点灯した場合、その効率が下がることが予測される」。
【００５１】
　光管理システム１０の実行時の間、照明雰囲気が要約的な記述ファイル２６からレンダ
リングされるべきときはいつでも、光器具１２～１６の適する設定の決定は、２段階様式
で達成される（必要な場合だけ、例えば制限を克服するか又は計算時間に関して要件を満
たすための場合）。
【００５２】
　第１に、適する設定は、何れの制限又はエネルギー効率関心を考慮せずに光管理システ
ム１０により評価される。結果として、初期設定は、計算時間に関して追加負担なく光管
理システム１０により計算できる。
【００５３】
　第２に、エネルギー管理の観点から、ありそうな次善初期設定が光管理システム１０に
より計算され、照明命令に翻訳され、照明器具１２～１６に供給され、このときエネルギ
ー効率制限及び情報がシステム１０により考慮される。
【００５４】
　上記２段階の時間スケール手法は、次善のレンダリングが速く計算でき、このとき、ト
レードオフの最適解決案に到達するために目立たずに動作する。
【００５５】
　さらに、初めに計算された解決案は、最適解決案（光度測定及びエネルギー消費の意味
で両方において）を計算する出発点として使用できるので、解決案に対する収束は加速で
き、更に、許容可能としてトレードオフ解決案をラベリングするためにどれくらいの劣化
が許容できるかを決めるために、光度測定の（レンダリングする）精度に関して境界が基
準として設定できる。
【００５６】
　最後に、一つ以上の解決案を生じる、多目的最適化技術が適用され、これら解決案の中
で、光度測定の要件に関する境界が採用されたならば、最小限の電力消費を生じる解決案
が選択できる。
【００５７】
　エネルギー情報、特にエネルギー又は電力消費データは、一種の発見プロセスの間、光
管理システム１０により収集できる。斯様なプロセスの例は、取り付けられた照明器具、
特に光器具１２～１６の反応及び能力を識別するために使用される操作である、いわゆる
暗室較正（ＤＲＣ）が挙げられ得る。これは、所望の照明雰囲気をレンダリングするため
に適した設定を自動的に評価するために、光管理システム１０により結果データの使用を
許容する。
【００５８】
　より詳しくは、前述のＤＲＣは、照明システム１８の個々の自由度に対する光度測定を
実行することにある。ＤＲＣは、電力消費測定を実行し、さまざまな調光及びカラー・モ
ードの照明システムの別々の制御可能な光器具１２～１６又はランプの電力消費を同期を
とって測定することにより拡張されてもよい。いずれにしろシステム１０は、単一のラン
プを給電し、光強度及び／又はスペクトル挙動に関して非線形性を記録することを調光レ
ベルを通じて段階的に行うので、これは付加的な時間がかからない。ここで更に、電力消
費が、システム１０により記録される。有益にも光器具１２～１６の全てがＤＲＣの間オ
フのままになるので、この基本的な電力消費が部屋又はフロアの中心場所で測定できる。
付加的な電力が光生成に関係しないデバイスにより消費されるかもしれないので、これら
のデバイスはＤＲＣの間スイッチオフされるべきである。しかしながら、前述の光生成に
関係しない電力消費が光装置の消費と小さな関係がある場合、他の解決案は、すべてのラ
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だろう。
【００５９】
　電力測定は、無線又は有線の光管理ネットワーク２２の専用のセンサ・ノード２８にお
いて実行できる。それから、同様に光度測定の情報も得られ、記録される値は光管理シス
テム１０により最近用いられるであろうデータベース、例えばメモリテーブル２４に格納
できる。
【００６０】
　代わりに又は追加的に、光器具１４は、測定手段４０によってそのエネルギー消費を測
定又は推定し、光器具１２～１６のパラメータデータベースに測定値を通信して、上記の
通りの２つのステージ・プロセスでレンダリングする間、照明雰囲気の最適化のために使
用される、メモリテーブル２４に格納される。この実施例の場合、エネルギー最適化能力
は、ランプ・ノード又は光器具の一部であり、光器具の付加的なフィーチャとして販売で
きる。
【００６１】
　また、光器具１２は、種々異なる動作状況の下、例えば器具の種々異なる調光ステージ
での器具のエネルギー又は電力消費としてのパラメータを含むメモリテーブル４０を有す
る。例えば、照明システム１８の光器具１２～１６の発見プロセスの間に、パラメータは
、光管理システム１０から読み出される。電力消費が測定できないランプのような光器具
は、製造業者により提供されるデータベースを備えてもよい。新規な光源を取り付けると
き、光器具の設置者は、例えばデータベース２０のこれらの情報を統合できる。
【００６２】
　また、本発明によると、電力要件のデータベースを必要としない光管理システムが提供
される。ここでは、光管理システムは、光シーン又は照明雰囲気をセットして、電力消費
を測定する。人の目により認識可能でない将来の小さな変化の間、光管理システムは、低
い消費量につながる電力消費の変化方向を自動的に決定して、時間にわたって繰り返して
、最善の電力パフォーマンスに近づく。本発明の斯様な実施例において、エネルギー情報
は、電力消費の測定を実行することにより得られる。
【００６３】
　本発明は、照明シーン又は照明雰囲気作成のとき、エネルギーを考慮に入れる将来の光
管理又は制御システム、特に次世代システムに適用される。本発明は、エネルギーファン
クションを光管理又は制御システムに実装し、実装されたエネルギーファンクションは、
エネルギー・オプションとのユーザ・インタフェースを作成、照明システムのエネルギー
制限の考慮、又は概してエネルギー消費の決定及び低減のような多数の可能性を提供する
。
【００６４】
　本発明のファンクションの少なくとも一部は、ハードウェア又はソフトウェアにより実
行される。ソフトウェアで実行の場合、単一若しくは複数の標準マイクロプロセッサ又は
マイクロコントローラが、本発明を実行する単一又は複数のアルゴリズムを処理するため
に用いられる。
【００６５】
　用語「を有する」が他の要素又はステップを除外せず、用語「ａ」又は「ａｎ」は複数
を除外しない点に留意されたい。さらにまた、請求項内の何れの参照符号も、本発明の範
囲を制限するものとして解釈されない。
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